
（全国古民家再生協会神奈川第一支部 例会）議事録 

記録日：2016 年 3 月 26 日 

       記録者： 竹内 章悟   

団体名 一般社団法人全国古民家再生協会神奈川第一支部 

開催日時 2016 年 3 月 26 日（土） 18：30～20：45 

開催場所 かながわ県民活動サポートセンター702 

出席者 竹内・倉住・神代・神谷・福田・丸橋・湯沢・寺田・藤田・菅原 

議事 １， 開会宣言              倉住 謙治                                   

２， 出席者確認                                    

３， 支部長挨拶 支部長 竹内 章悟                                

４， 前回議事録の確認  （各自事前確認：古民家再生協会神奈川ＨＰより）                               

５， 議題並びに資料の確認 事前配布資料確認                               

６， 本会 報告事項 支部長竹内 章悟  

本報６−１ 第 6 回全国会員大会開催に関して 

本報６−２ 新サービス開始のお知らせ：①古民家見守り隊②古民家緊急サービス 24 

本報６−３ 質疑事項なし 

７， 事務局報告事項  支部長 竹内 章悟                               

事報７−１ 第 5 回古民家フォト甲子園に関して：教育委員会後援承諾及び啓蒙活動 

事報７−２ メディア掲載のお知らせ 

事報７−３ 上記に対する質疑事項なし                                       

８， 支部報告事項 支部長 竹内 章悟  

支報８−１：消費者イベント 

支報８−２：古民家再築現場報告 

支報８−３：会員の活動報告・提案 

支部８－４：次回 4/30 例会開催前に支部総会開催 

支部８－５：４月からシルバー人材センターとの提携 

９， 審議事項 支部長 竹内章悟                                  

審議９−１：6/4 イベント開催・準備・担当等 

審議９-２：ジャパトラの活用 

審議９－３：神奈川県古民家の地域性研究について 

１０， 確認事項 支部長 竹内 章悟                                  

確認１０−１：4 月からの学習プログラム毎月担当者を決め 30 分の実施 

確認１０-２ 次回例会 4/30（土 

１１， 学習プログラム 支部長 竹内 章悟                                   

 次回・第一回 巻きの零から毎月担当者が 20～30 分実施 

１２， 閉会宣言   倉住 謙治 

決定事項 *消費者イベント：イギリスと日本の住文化を学びこれからの住まいの在り方を考える→「よって

古民家を残さなくてはいけない」のパネルディスカッションをかながわ労働プラザで 6/4（土）

14：00～17：00 決定による具体案を協議 

①参加対象者は学校関係（学生）・業界（建築士会・不動産）行政にし作製したフライヤーを担当

者が 5 月初旬から配布：古民家再生協会神奈川の公式ホームページに記載・問い合わせ可能とす



る。マスコミプレスも実施する・ 

②内容・進行方法等は神代会員が調整する。会員から 10 程度の質問内容を竹内がまとめる。質問

者もディスカッションに参加。 

③次回は詳細確定し会場設営、集客・進行の最終確認とする。当日会員全員登録（丸橋会員は欠

席） 

*神奈川の古民家の研究をしたい。（地域性からの考察による発見・神奈川）パネルディスカッショ

ンに反映させる。 

*学習プログラムは月毎担当者を決め 4 月から実施（30 分程度） 

第 1 回：倉住会員：第 2 回神谷会員：第 3 回神代会員第 4 回湯沢会員第 5 回丸橋会員第 6 回菅原

会員第 7 回寺田会員第 8 回福田会員第 9 回竹内会員第 10 回金子会員第 11 回・12 回竹内会員 

*第 5 回古民家フォト甲子園の広報をしていく。各会員の啓蒙活動 

*次回支部総会全員登録 

次月開催日時 2016 年 4 月 30 日（土）18：00～20：30 

次月開催場所 かながわ県民活動サポートセンター・602 

次月議事内容 支部総会 

イベント詳細決定：進行・担当・広報 

（会員からの質問事項まとめ） 

会員の活動報告・問題点・懸念事項等（継続） 

学習プログラム：月毎の担当者を４月から 12 回分決定→実施 

   古民家すまいるの活用：移築物件の活用提案 

ジャパトラの活用について（継続） 

 


